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超高光度 X線源とは、恒星質量ブラックホールのエディントン光度を超える光度をもつ X線点源のことであ
り、その中でもX線パルスを発する天体は超高光度X線パルサーと呼ばれる（e.g., Bachetti et al. 2014）。X 線
パルスが観測されることから、中心天体は磁化中性子星であり、エディントン降着率 ṀEdd を超える超臨界降着
流が駆動源である可能性が高い。我々は、観測結果と直接比較可能な理論モデルを構築するべく、中性子星への
超臨界降着流の３次元一般相対論的輻射磁気流体力学シミュレーションを実施した。2025年春季年会では、磁気
レイリー‒テイラー不安定とみられる不安定性により、中性子星と降着円盤内縁の間に非軸対称な降着流が成長
する様子を報告した。本講演では、降着流が中性子星へ持ち込む角運動量をもとに算出した単位時間あたりの自
転周期の時間変化率（スピンアップ率）について報告する。降着率が約 103ṀEdd、中性子星表面における磁場強
度が 5× 1010 Gの場合、スピンアップ率は Ṗ ∼ −10−9 s s−1となった。この値は２次元モデルで得られたスピン
アップ率よりもおよそ３倍大きい。スピンアップ率が大きくなる理由は、非軸対称な降着構造によって中性子星
が効率的に角運動量を獲得できるためである。講演では中性子星磁場強度を変えた場合の結果や、非軸対称な降
着構造が中性子星の磁場強度の推定にどのような影響を与えるかについても議論する。


